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表
示
方
法
に
注
意

の
要

薬

務

局

"
零

売

"
に

統

一

見

解

薬
務
局
監
視
課
は
医
薬
品
零
売
の
指
導
方
針

に
つ
い
て

「
現
段
階

で
は
法
律
違
反
と
は
断
定

で
き
な
い
。
た
だ
し
,一
般
消
費
者

の
使
用

,上

の
安
全
を
確
保
す

る
た
あ
に
表
示
方
法
な
ど

の
点

に
十
分
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
見
解
を
ま
と
め
、

二
日
か
ら
全
国
ブ

ロ
ッ
ク

別
に
開
か
れ
て
い
る
広
告
基
準
説
明
会
の
席
上
、
当
面
す

る
問
題
と

し
て
指
導
取
締
り

の
注
意
を
喚
起
す
る

一
方
、
地
方
ご
と
に
行
な
わ

れ
て
い
る
零
売

の
実
態
を
聴
取
し
て
い
る
。

尼

ケ
崎
の
割
引
販
売
問
題
で
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き
た
医
薬

品
の
零
売
は
①
大
衆
薬

と
治
療
薬

の
区
別
が
制
度
上
判
然
と
し
て
い

な
い
②
薬
事
法

の
中
で
零
売

が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
医
家
向

け
に
製
造
さ
れ
た
も

の
が
、
小
売
店

で
扱
わ
れ
て
も
取
締
る
根
拠
が

な

い
③
現
段
階
で
明
確
な
解
釈
を
下
す
こ
と
は
、
か
え

っ
て
零
売
制

度

を
悪
用
し
た
好
ま
し
く
な
い
商
法
を
助
長
す
る
結
果
を
招
く
な
ど

の
諸
般

の
事
情
か
ら
、

一
見
消
極
的
と
も
み
ら
れ
る
指
導
方
針
に
落

ち

つ
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
大
入
り
包
装
を
小
分
け
す
る
場
合
、
消
費
者

の
立
場
か
ら
用

法
用
量
、
取
扱
店
な
ど
最
低
限
度

の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て

お
く
必
要
上
、
当
面
は
こ
の
指
導

の
徹
底
を
は
か
る
考
え

で
あ
る
。

世
田
谷
区
医
師
会

き

よ

う

再

診

料

要

求

大

会

世
田
谷
区
医
師
会
は
店

』什
後
ド
区
医
師
会
館
セ
再
診
料
要
求
大

会
を
開
催
す
る
が
、

日
本
医
師
会
で
は
こ
れ
を
契
機

に
全
国
的

に
こ

の
気
運
が
盛
り
上
れ
ば
、
月
末

に
全
国
医
師
会
長
会
議
を
開
く
考
え

で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
前

に
医
療
費
問
題
に
メ
ド
を

つ
け
よ
う
と
い

う
作
戦
の
よ
う

で
あ
る
.
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会
と
は
来

日
外

人
の
医
療
費

に
つ
い
て
初
診
料
千
円
、
再
診
料
三
百
円
で
契
約
し
た

と

い
わ
れ
、
期
間
中
に
日
本
の
低
医
療
費
を
大

い
に
P
R
す
る
計
画

も
練

っ
て
い
る
.



業薬日(2) 昭和39年9月10日(木) 刊 (第三種郵便物認可) 第1507号

医
療
費
値
上
げ
は
八
%
の
線

で

騙
羅
繰

総
評
の
安
恒
政
治
局
長

(
中
医
協
委
員
)
ら
被
保
険
者
代
表
は
七

日
午
前
、
厚
生
省
に
神
田
厚
相

を
訪
ね
、
①
中
医
協

を
早
く
開
催
す
る
こ
と
②
医
療
費

の
緊
急
是
正
は
答
申

(
上
げ
巾
平
均

八
%
)

ど

お
り
に
す

る
こ
と
③
も
し
八
%
以
上
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
重
大
決
意
が
あ

る
こ
と
、
の

三
点
に

つ
い
て
申
し
入
れ
た
。
会
見
後
、
記
者
ク
ラ
ブ

に
現
わ
れ
た
安
恒
氏

は

「
厚
相
は
十

一
月

に

中
医
協
を
開
き
た
い
考
え
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。医
療
費

の
是
正
に

つ
い
て
、
も
し
八
%
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
が
つ
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
断
固
た

s
か
う
決
意
で
あ
る
、
と
言

っ
て
き
た
」

と
語

っ
た
。
な
お
、
中
医
協

の
被
保
険
者
お
よ
び
保
険
者
な
ど
七
団
体
代
表

は
八
日
午
後
、
厚
生
省

に
神
田
厚
相
を
訪
ね
「
緊
急
是
正

の
取
扱

い
に

つ
い
て
」
訊
し
た
。
当
日
の
会
見
は
神

田
厚
相
が

「
答

申

の
八
%
の
線
で
は
医
療
費
団
体
側
が
納
得
し
な

い
の
で
党
側
と
相
談
し
て
多
少

ア
ッ
プ
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
」
旨

の
発
言
を
重
視
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
、
厚
相
か
ら
は
明
確
な
回
答
は
得
ら

れ
な
か

っ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
医
療
費

の
緊
急
是
正
を
め
ぐ
る
関
係
団
体

の
動
き

は
活
発
さ
を
み
せ
て

き
た
。

二

百

万

人

の

老

令

者

健

康

診

断

厚
生
省
明
年
度
の
計
画

厚
生
省
は
老
人
福
祉
法

に
基
づ

い
て
三
十
八
年
度
か
ら
六
五
才
以
上
の
老
令
者
に
対
す
る
健
康
診

断

を
実
施
し
て
い
る
が
、
来
年
度
は
こ
の
制
度
を

一
段

と
拡
充
し
、
六
二
〇
万
人
の
対
象
者

の
う
ち
約

三
分

の

一
の
二
〇
〇
万
人
に

つ
い
て
行
な
う
計
画

で
あ
る
。
昨
年
実
施
し
た
精
密
調
査
で
は
七
万
八

二
〇
九
名
の
う
ち
要
保
健
指
導
は
七
六

・
七
%
、
五
万
九
九
五
四
名
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は

高
血
圧
が
三
万
七
〇
九
八
名

で
異
常
者

の
約

五
三
%
と
大
半

を
占
め
、
以
下
心
臓
病

一
万

一
六
二
=

名

(
一
六

・
二
%
)
、
腎
臓
病
三
九
八
〇
名

(
五

・
五
%
)
、
糖
尿
病
三
〇
二
三
名

(
四

・
二
%
)
、

胃
腸
病
三
〇

一
六
名

(
四

・
二
%
)
、
神
経
痛
二
九

一
〇
名

(
四

・
一
%
)
、
結
核

二
〇
六

一
名

(
二

・
九
%
)
、
リ
ウ

マ
チ

ー
一
六

八
名

(
一
・
六
%
)
、
中
枢
神
経
系
疾
患

一
〇
九
九
名

(
一
・
五
%
)
、

が
ん
二

一
五
名

(
〇

二
二
%
)
、
そ

の
他
と
な

っ
て
い
る
。

厚
生
省
で
は
医
療
保
険
制
度
の
再
調
整
を
検
討
中

で
あ
る
が
、
老
令
者
医
療
は
大
半
が
慢
性
疾
患

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
そ
の
運
営
は
か
な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

大

阪

府

献

血

推

進

協

議

会

発

足

大
阪
府
献
血
推
進
協
議
会

の
第

一
回
会
合

は
七

日
午
前
十
時
か
ら
東
区

の
国
際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。

は
じ
め
に
左
藤
義
詮
知
事
が

「
社
会
の
発
展
、
医
療

の
進
歩
に
と
も
な

い
輸

血
用
血
液
の
問
題

は
ま
す
ま
す
重
要
性

を
ま
し
て
き

て
い
る
。
全
府
民

の
運
動

に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
あ
と
議
事

に
入
り
、
末
吉
薬
務
課
長
が
説
明
し
た
設
立
趣
意
書
と
協
議
会
規
定
を
承
認
し
た
。
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輸

出

組

合

タ

イ

国

で

の

展

示

会

細

目

決

定

医
薬
療
品
輸
出
組
合
で
は
三
十
九
年
度

の
東
南

ア
ジ
ア
医
薬
廃
品
展
示
会
を
準
備
中
で
あ
る
が
、

タ
イ
国
で
の
展
示
会
は
十

一
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
チ

ヨ
ン
ブ
リ
、
バ
ン

コ
ッ
ク
の
両
市

で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
ラ
ヤ
で
の
開
催
は
現
地

の
政
情
不
安

か
ら

現
在
具
体
的
な
連
絡

が
な
く
明
年

一
月
下
旬
か
ら
二
月
頃

の
開
催
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

タ
イ
国
展
示
会
は
、
今
月
十
日
頃
ま
で
に
集
荷
、
月
末

か
ら
来
月
上
旬
に
か
け
て
船
積
み
さ
れ
る
。

チ

ヨ
ン
ブ

リ
市
で
の
開
催
は
タ
イ
国
医
学
会
に
併
催
す
る
た
め
十

一
月
十
六
日
か
ら

二
十
日
ま
で
。

参
加
会
社
二
九
社

(
医
薬
品
二
二
社
、
医
科
歯
科

器
械
七
社
)
、
出
品
品
目
数
四
六
三
品
目

(
医
薬

品
二
三
四
品
目
、
医
科
歯
科
器
械
二
二
九
品
目
)
。
次

い
で
同
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
バ

ン
コ
ッ
ク
市
の
日
本
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
参
加
会
社
三
八
社

(
医
薬
品
二
二
社
、
家
庭
薬

=
八
社
)
、
出
品
品
目
数

二
七
三
品
目
(
医
薬
品
二

一
一
品
目
、
そ
の
他
六
二
品
目
)
の
予
定
で
あ
る
。

中

外

製

薬

エ

リ

キ

シ

ル

ニ

製

剤

を

新

発

売

中
外
製
薬
は
こ
の
ほ
ど
従
来
か
ら
医
家
向
用
で
あ

つ
た
鎮
痙
鎮
静
剤
ピ
プ

タ
ル
と
ジ
ギ
タ
リ

ス
配

糖
体
製
剤

ジ
ゴ

シ
ン
を
服
用
し
易

い
エ
リ
キ
シ
ル
剤
と
し
て
乳
幼
児
用
に
新
発
売

し
た
。

▽
ビ
プ
タ
ル
エ
リ
キ
シ
ル
は
、

一
㎡
中
ピ
プ
タ
ル

(
ピ

ペ
ン
ゾ
レ
ー
ト
メ
チ
ル
ブ

ロ
マ
イ
ド
)
四

㎎
、
フ
エ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー

ル
六

㎎
を
含
有
、

一
日
量

一
才
未
満

一
～

二
磁
、

一
～
四
才
三
～
五
磁
を

三
～
四
回
に
分
服
す
る
。
乳
幼
児
の
痂
痛
や
幽
門
痙
攣
を
鎮
め
、
吐
乳
や
嘔
吐
に
効
果
的
、

二
〇
㎡

入
納
入
価
格
三
二
〇
円
▽
ジ
ゴ
シ
ン
エ
リ
キ
シ
ル
は
、

一
㎡
中
に
ジ
ゴ
キ
シ
ン
○

・
〇
五

㎎
を
含
む

淡
紅
色
透
明
の
液
剤
で
う

つ
血
性
心
不
全
、不
整
脈

に
適
応
。
五
〇
〇

認
入
納
入
価
格

一
二
〇
〇
円
。

八
月

の
局
方
外
輸
入
医
薬
品
許
可
承
認
品
目

八
月

二
十
九

日

▽
プ

ロ
ス
タ

フ
リ

ン

(
万

有
製

薬

K
K
)

▽
プ

ロ
グ

ア

ニ
ル
塩

酸
塩

(
住
友

化
学

工
業

)

八
月

三
十

一
日

▽

メ
ト
カ

ル
バ

モ
ー

ル

ク
ブ

ル
ン
ネ

ン
グ

ラ
ー

ベ
ル

〃
(
ケ

ミ

ア
貿
易

)
▽
塩

酸

メ

サ
ピ

リ

レ

ン
(
新

日
本
薬
業

K
K
)

▽

サ

ル

フ
ア
ー

オ

イ

ン
ト

メ

ン
ト

(
ア

メ
リ

カ
ン

ド
ラ

ッ
グ
)

▽

コ
ル

ヒ
チ

ン

(
東

京

田
辺
製

薬
)

▽
酢
酸

プ

レ
グ

ネ

ノ

ロ

ン

(
山

川
貿

易

K
K
)

▽

三

%
ト
ネ

キ

ソ

ー
ル
、六

%

ト
ネ

キ
ソ

ー

ル
(
東
菱

薬

品
工
業

K
K
)

▽

タ

ン
デ

リ

ー

ル
坐

剤

マ
ス

一
〇
〇

、

同

二
五
〇
、

ペ

ク
チ

ン
、
硫

酸

イ
ソ

プ

ロ
テ
レ
ノ
ー

ル

(
藤

沢
薬

品

)
▽

ブ
イ

ツ
サ

ン

ヘ
モ

ロ
ダ

イ
ダ

ル
チ

エ
プ

ヘ
ン
H

(
イ

ェ
ン
ス

・
ホ

ル
ス
タ

イ

ン
)

▽

P
A
ー

テ

ス

ト
キ

ッ
ト

(
住
友

化
学

工
業

K
K
)

▽

ア
ナ

ナ
ー

ゼ
、

プ

ロ
メ
ラ
イ

ン

(
山
之

内
製

薬
)
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㎝

注

目

特

許

出

願

公

告

㎜

(七
月
+
吉

亨

続
)

▽
オ

ロ
ト
酸

ア
ミ

ド

の
製

造

法

山

之
内

製
薬
。

昭

三
九
一

一
三
九

三
三

。
本

発
明

は
、

ウ

ラ

シ

ル
ー

六
ー

カ

ル
ボ

ン
酸

メ
チ

ル

エ
ス
テ

ル
と

ト
リ

ヒ
ド

ロ
キ

シ
メ
チ

ル
ア
ミ

ノ
メ

タ

ン
と

を
作

用
さ

せ
る

こ
と

を
特

徴

と
す

る

オ

ロ
ト
酸

ア

ミ
ド
、
即

ち
ウ

ラ

シ

ル
ー

六
一

(
ト
リ

ヒ
ド

ロ
キ

シ
メ
チ

ル
)

カ

ル
ボ

ン
酸

ア

ミ
ド

の
製

造
法

で
あ
る
。

こ
の
方
法

に
よ
り
得

ら

れ
た
新

規

化

合
物

は
、

肝
機

能
増

強

、

造

血
、
蛋

白
生
合

成

促
進

の
作

用

を
有

す

る
。

▽

ビ

タ
ミ

ン
B
-

の
新

合

成
法

塩
野

義
製

薬
。

同

二
二
九

三
四

。
本

発

明

は
、

三
1

〔
二
ー

メ

チ

ル
ー

四
ー

ア

rrl
ノ
ピ

リ

、・、
ジ

ル

(
五
)
〕
ー

メ
チ

ル
ー

四
ー

メ
チ

ル
ー

五

一

(
β
ー

ヒ
ド

ロ
キ

シ

エ
チ

ル
)
ー

チ

ア
ゾ

リ

ン
ー

二
一

チ
オ

ン
を

P
H

四
か
ら

四

・
二

に
調

節

さ

れ

た
水
性

溶
媒

中

で
塩

化

バ

リ
ウ

ム
の
存

在
下

に

一
〇
度

C

で
過
酸

化
水

素
水

を
滴

下

し

て
酸
化
す

る
こ
と

を
特

徴
と
す

る

ビ

タ
ミ
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の
新
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で
あ

る
。

り

今

期

三

分

の

記

念

増

配

期

待

藤
沢
薬
品

よ耽

株
式
市
場
で
は
、
三
共
に
つ
い
で
葵

薬
。叩
も
今
九
贔

に
三
分
の
記
念
増
配
を
期
待

兜

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
薬
品
の
再
増
資
が
案
外
早
く
実

現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て

い
る
。
藤
沢
薬
品
の
場
合
は
今
年

で
ち

ょ
う
ど
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
る
が
、
幸
い
ノ
イ
ビ
タ
、
チ

オ
ク
タ
ン
な
ど
保
健
薬
が
好
調

に
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び
、
業
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面
に
大
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し
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い
る
た
め
会
社
側
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三
分
程

度

の
記
念
増
配
を
行
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う
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よ
う
で
あ
る
。
現
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三
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日
払

い
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み
で
半
額
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資
を
実
施
中
だ

が
、
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も

一
割
五
分
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当
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安
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し
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す
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意
向
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一
方
小
野
薬
品
も
九
月
三
十
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払

い
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み
で
半
額
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資
を
進
め
て
お
り
、
新
資
本
金
は
六
億
円

に
な
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が
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事
業
規
模
に
比

べ
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ま
だ
過
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資
本
の
傾
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が
強
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の
で
、
明
年
中
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半
額
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再
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資
を
行
な
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公
算
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大
き

い
。

再
増
資

に
つ
い
て
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社
側
は
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
お
り
、
再
増
資
後
も
二
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配
当
を
継
続
す
る
考

え
で
あ
る
。
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